
国際ロータリー第２５００地区第４分区

遠軽ロータリークラブ
THE ROTARY CLUB OF ENGARU, AREA 4 ,RID2500

本日のプログラム

④

(1) 2025(令和7)年 1月30日発行 ＜職業奉仕月間＞

Weekly Report№２７
第３１５１回例会記録
日時：2025年 1月23日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：高井 一博 ＳＡＡ③
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ：手に手つないで
★四つのテスト：－

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

◇大西 孝拡 会長エレクト⑥
2025-2026年度、遠軽RC役員・理事・委員会

組織票を配布。五大奉仕部門とクラブ奉仕部門、
ご自分の所属を確認頂き、特に入会年数も若い方
が委員長になっておりますので、ぜひ皆様のご理
解ご協力を頂いて、次年度の活動をしていきたい
と考えております。よろしくお願いします。
◇本間 克明 遠軽商工会議所専務⑦

2月15日㈯、当会議所、遠軽駐屯地存置期成会
と遠軽信用金庫の3者主催で、櫻井よしこ様を講
師に招いて講演会を開催。その後、岩田元陸上幕
僚長や織田元空将などの論客も加わり、「トラン
プ2.0に備えよ」というテーマで座談会を開催。
皆様には、是非、知人や従業員の皆さんをお誘い
の上、ご聴講下さい。

本日のプログラム ゲスト卓話
大西 孝拡 プログラム副委員長⑥

会長より紹介がありました北海道家庭学校の蒦
本先生より、バター、チーズを全て先生がお一人
で牛から生産、販売、配送まで行っているお話を
聴いて頂きます。

【名前後の○数字は写真の番号】

会長報告 乾 淳 会長②
皆様、こんにちは。
本日は、北海道家庭学校 参事でいらっしゃい

ます蒦本賢治（わくもと けんじ）様①をお迎え
してのゲスト卓話です。宜しくお願い致します。

はじめに、平成19年1月より遠軽ロータリーク
ラブに入会し、2013-2014年度会長、創立60周年
記念式典実行委員長、2019-2020年度には
MPHF(ﾏﾙﾁﾌﾟﾙ・ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽ・ﾌｪﾛｰ）の認証を受けら
れ、18年間に渡りクラブの発展にご尽力頂きま
した渡邊政俊会員が1月18日にご逝去されました。
謹んでお悔やみを申し上げますとともに、心よ

りご冥福をお祈り申し上げます。なお、葬儀には
ご遺族よりご快諾を頂きロータリー旗を掲げさせ
て頂きました事をご報告申し上げます。

1月も本日を含め残り9日となりましたが、今
月は職業奉仕月間となります。
職業奉仕とは、ロータリーの基本的な活動理念

の一つであり、職業を通じで社会に奉仕すること
を目的としており、個々の職業に誇りを持ち、そ
れを通じて社会に良い影響を与える責任を果たす
ことを強調しています。そのため、ロータリアン
は自らの職業を誠実に全うするとともに、他者の
発展を支援し、地域や国際社会の課題に対応する
ための努力を続けることが求められております。
五大奉仕の一つである「職業奉仕」の意義や目

的を再確認する期間と致しましょう。

幹事報告 石井 朋子 幹事④
１．会長報告の通り、第55代会長 渡邊政俊会員
の葬儀に際し、当クラブ慶弔規定に基づき、生
花・香典・弔電をお届けしております。

２．特別講演の開催について（後程、遠軽商工会
議所専務より案内有り）。

委員会報告
◇前島 英樹 国際奉仕委員長⑤

配布の「ポリオ募金活動の実施について」、え
んがる屋台村雪提灯（遠軽JC主催）のイベント
と共に盛り上げるためにも多数のご協力ご参加を
お願いいたします。

2月 6日(木)12:30~
ゲスト卓話 遠軽高等学校

石崎 真悟 先生(ラグビー部監督）

1月30日(木)12:30~
委員会対応例会
ロータリー情報委員会



ニコニコＢＯＸ 長嶋 宏明 親睦活動委員長⑧
佐藤直也君 新年会運試し1等賞ゲット！ 2,000円
佐藤和徳君 無断欠席 2,000円

2024-25年度合計 383,000円
☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今号会報担当：前島英樹委員
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例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告
須藤順一
出席委員長⑨

1月16日 45 44 32 7 86.7％
1月23日 44 43 29 65.9％

2024-25
_24th_02

商品ラインナップの中に「トメオカ」と名付け
たチーズがあります。ウォッシュタイプというチ
ーズで、日本では一般にあまり馴染みがないかも
しれません。癖のあるチーズで、あまり食べ慣れ
ない人には不向きな味かもしれませんが、輸入チ
ーズなどをよく食べる方には人気です。他ではあ
まりない、特徴のあるものを作って差別化をねら
った商品でもありました。名前の由来は家庭学校
の創始者である「留岡幸助」の姓であり、現在、
家庭学校が所在する地区の地名でもある「留岡」
から来ています。

「トメオカ」のほかに「サナプチ」というチー
ズも製造しています。

遠軽町でも私がここに来た25年前よりずっと
酪農家の減少が続いています。

バター・チーズ工房創設の目的の一つに地域へ
の貢献というものがありました。

「家庭学校にチーズあり」よりも「遠軽町にチ
ーズあり」と、遠軽町の産業が賑わうことを願っ
ています。

これを機に、ぜひ皆さんと交流を深め、一緒に
地域を盛り上げていければ嬉しく思います。

本日のプログラム ゲスト卓話
北海道家庭学校 バター・チーズ工房

取り組みと今後の展望について
北海道家庭学校 参事
蒦本（わくもと） 賢治 様①

私は幼少期には札幌で過ごし、酪農学園大学に
入学して乳製品製造について学びました。

大学卒業後は、馬産地として有名な当時は門別
町といいましたが現在は日高町の海沿い、そこに
ある酪農家で従業員として働き、その後、遠軽町
にある『北海道家庭学校』に移り、酪農全般の業
務を任されました。

令和元年からは、新たな挑戦として北海道家庭
学校バター・チーズ工房を立ち上げ、現在はそ
ちらで乳製品を製造して現在に至ります。

家庭学校が乳牛を導入したのは設立の翌年、お
よそ110年前の大正4年です。この地域の酪農は
家庭学校から始まったと聞いています。バターを
作り始めたのは大正5年、実用的な保存方法とし
てバター製造をはじめたのでしょうか。 やがて
遠軽の酪農業も盛んになり、町内に製酪工場がで
きて、この頃には一旦バター製造はやめています。

後にバター製造が再開するのですが、これはた
またま中古のバターの製造機、バターチャーンと
言います。これが手に入ったから、冬の生徒の作
業のためにと製造を再開したと聞いています。そ
の中で、現在につながる独特なパッケージが出来
上がりました。販売を視野に入れてこのような化
粧箱に詰めたのだと思います。実際は販売でき
ず、贈答用として、お世話になった方々への返礼
として使われ、今もその伝統が残っています。こ
の後、平成10年に私が家庭学校に就職したとき
に、このバター作りを引き継ぎましたが当初は販
売を前提としたものではありませんでした。

その後、販売を始めてみないかと、周囲からお
声がけを頂きチーズ製造を新たに学び直すなどし
て、工房設立の準備を進めました。前述のように
歴史的にみて、バター作りが始めにあり、チーズ
は後に作り始めたものなので「バター・チーズ工
房」となっています。


